
女川のアジサイ
泉の森で育てたアジサイの苗を、宮城県女川町に届けて

いますが、そのアジサイ達はどうしているでしょう？
その後の経過と現状をお知らせします。

（１）きぼうのかね商店街のアジサイ

2013.5.19

2012.4.27

最初にアジサイの苗(100株）を
届けたのは2012年４月。現地の
皆さんと植替え作業を行い、仮設
商店街の一角に、大漁桜の苗木と
一緒に置いておきました。
この苗は、その後、現地の皆さん
が仮設住宅等に持ち帰り、育てて
くれています。

2013年５月にもアジサイ苗(150株）
を届けました。
しかし、この頃から大漁桜の苗が
折られる事件が発生し、犯人は鹿で
あることがわかり、苗置き場はネット
で囲うことになりました。

2013.10.16

先日の台風26号襲来直後。
桜の苗ポットが倒れています。
これを直したり、あるいは苗に水
を撒くのは、女川桜守りの会の
皆さんです。苗を届けてはいます
が、現地の皆さんに大変、お世話
になっているのです。



（２）学校林 桜広場の桜とアジサイ

2013.4.6

総合運動場の裏手、学校林の中
の桜の広場。町の手で，崖の崩落
した部分が整地され、そこに，本
日桜守の会で植栽。階段状のテラ
スの上段に３本，下段に２本。桜
の周りには、神奈川県大和市、し
らかし華の会の皆様より寄贈され
たアジサイの苗も植栽しました。
（桜守りの会ブログより）

2013.7.26

上記の場所に行ってきました。
残念ながら、ここでも桜の苗は
鹿に食いちぎられていました。
ただアジサイの苗は、無事。
桜とともに元気に育ってほしい
ものです。

＜参考： 女川近況＞ 下の写真は、先日１０月１６日、台風２６号が
来たときの、病院のある高台から見た女川中心部のパノラマです。

大雨に満潮も重なり、街中冠水しました。地震による地盤沈下が１ｍ
にもなり、女川町は、山を削って住宅地を造り、その土で、５～８ｍの
盛り土をしているところです。こうした工事を終えての町開きは、平成
２８年の３月を予定しており、復興は３～５年後ということになります
（このため桜やアジサイの植え場所が決まらないのです）。



（３）旧復興支援センター法面のアジサイ

2012.7.2 女川町の皆さんやボラン
ティアが集う復興支援セン
ターの一角にアジサイを
植えて、との要望があり、
昨年７月に、雑草を取り除
いてアジサイを地植えしま
した。

2013.5.19
2013.7.24

今年も、折々に雑草取りなどの手入れをしたところ、７月にはなんと
大輪の花を咲かせました。

2013.10.15 先月の様子です。１年ちょっとで
こんなに大きくなりました。地植
えすると伸び伸び育つのです。
なお、４月に復興支援センター
が移転したこの地は、現在、サ
ポート拠点施設として整備中。
また人が集う場所になり、アジ
サイを楽しんでもらえると思い
ます。



（４）旧幼稚園広場のアジサイ

2013.5.19 2013.7.24

2013.7.24

2013.7.24

2013.10.15

復興支援センターの隣の旧幼稚園の広場が雑草
だらけなので、草刈をしてアジサイを植えました
（５月）。

７月に行った
ら、背丈ほど
の雑草。また
草刈機で除
草。

2013.9.8

９月には腰丈の雑草。友人の
手も借りて、徹底除草。

2013.9.9

そして１０月。季節遅れながら、花が
咲いていました。来年が楽しみです。


